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R
E
PO
R
T

ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
減
少
し
た
利
用
客

平
成
19
年
10
月
１
日
、近
畿
日
本
鉄
道（
近

鉄
）
は
、
伊
賀
線
と
養
老
線
の
運
営
を
伊
賀

鉄
道
、
養
老
鉄
道
に
移
管
し
た
。
伊
賀
鉄
道

が
近
鉄
大
阪
線
と
Ｊ
Ｒ
関
西
線
を
結
ぶ
伊
賀

神
戸
〜
伊
賀
上
野
間
の
16
・
6
㎞
を
、
養
老

鉄
道
が
桑
名
市
と
岐
阜
県
揖
斐
川
町
を
結
ぶ

桑
名
〜
大
垣
〜
揖
斐
間
の
57
・
５
㎞
を
引
き

継
ぎ
、
運
行
す
る
。

伊
賀
線
は
大
正
５
年
、
養
老
線
は
大
正
２

年
に
営
業
を
開
始
し
た
１
０
０
年
近
く
の
歴

史
を
持
つ
単
線
の
鉄
道
だ
。
し
か
し
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
呑
ま
れ
、
ど
ち
ら

も
昭
和
41
年
を
ピ
ー
ク
に
輸
送
人
員
が
低

下
。
平
成
18
年
度
に
は
、
伊
賀
線
が
ピ
ー
ク

時
の
53
％
、
養
老
線
は
42
％
に
ま
で
減
少
し

た
。
平
成
18
年
度
の
経
常
赤
字
は
両
線
合
わ

せ
て
16
億
８
６
０
０
万
円
に
上
る
。

近
鉄
で
は
、
早
く
か
ら
両
線
の
赤
字
対
策

に
着
手
し
て
い
た
。
駅
係
員
の
削
減
、
線
路

の
保
守
工
事
を
昼
間
に
実
施
す
る
な
ど
、
徹

底
し
た
合
理
化
の
推
進
だ
。
し
か
し
、
収
益

率
が
上
が
ら
な
い
一
つ
の
大
き
な
要
因
に
、

伊
賀
線
、
養
老
線
に
は
通
学
需
要
が
高
い

と
い
う
皮
肉
が
あ
っ
た
。
近
鉄
の
通
学
定
期

割
引
率
は
80
・
７
％
。
１
０
０
０
円
が
約

２
０
０
円
に
な
る
計
算
だ
。
伊
賀
線
の
場
合

は
実
に
利
用
客
の
68
％
が
通
学
定
期
で
、
養

老
線
で
も
47
％
を
通
学
定
期
が
占
め
る
。

「
沿
線
住
民
の
方
々
の
移
動
手
段
が
自
動

車
中
心
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
学
生
の
方
の

割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
路

線
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
数
が
同
じ
他
の
路

線
と
比
較
し
た
と
し
て
も
収
入
は
低
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
学
生
の
方
の
利
用

が
多
い
か
ら
こ
そ
、
鉄
道
が
必
要
な
の
だ
と

我
々
は
思
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
な
ど
他
の

交
通
手
段
へ
移
る
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
こ

と
で
す
」
と
近
鉄 

鉄
道
事
業
本
部 

企
画
統

括
部
計
画
部
の
佃
侑
壱
郎
課
長
は
言
う
。

平
成
12
年
度
の
鉄
道
事
業
法
改
正
を
ひ
と

つ
の
契
機
と
し
て
、
赤
字
支
線
の
検
討
を
始

め
た
近
鉄
は
、
伊
賀
線
、
養
老
線
に
つ
い
て

沿
線
自
治
体
に
現
状
を
説
明
し
、
会
議
体
を

組
織
。
両
線
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
議
論
を

開
始
し
た
。

２
年
半
の
時
間
を
要
し
て
出
た
結
論
は
、

新
会
社
を
設
立
し
た
上
で
、
近
鉄
が
線
路
や

駅
舎
な
ど
の
施
設
を
所
有
す
る
第
三
種
鉄
道

事
業
者
と
な
り
、
新
会
社
が
運
営
・
運
行
す

る
上
下
分
離
方
式
の
導
入
だ
っ
た
。

近
鉄
が
第
一
種
鉄
道
事
業
者
か
ら
退
き
、

新
会
社
が
第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
な
れ
ば
、

伊
賀
線
、
養
老
線
独
自
の
運
賃
設
定
が
で
き

る
。
沿
線
自
治
体
や
国
か
ら
の
公
的
補
助
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
で
黒
字
に
な
る

こ
と
は
な
い
が
、
赤
字
額
は
確
実
に
縮
小
で

R
E
PO
R
T

佃侑壱郎課長

「
採
算
の
と
れ
な
い
支
線
」
だ
っ
た
鉄
道
が
、
地
域
の
鉄
道
事
業
者
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

近
鉄
伊
賀
線
か
ら
伊
賀
鉄
道
へ
、
近
鉄
養
老
線
か
ら
養
老
鉄
道
へ
。

利
用
客
の
減
少
な
ど
経
営
課
題
を
抱
え
た
ま
ま
の
再
出
発
だ
が
、

沿
線
自
治
体
・
地
域
住
民
か
ら
の
力
強
い
応
援
を
得
て
、
走
り
続
け
る
。
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き
る
。
利
用
者
、沿
線
自
治
体
、鉄
道
事
業
者
、

そ
れ
ぞ
れ
が
鉄
道
を
維
持
す
る
上
で
の
相
応

分
の
負
担
を
持
つ
、
三
位
一
体
で
鉄
道
を
支

え
る
仕
組
み
が
で
き
あ
が
っ
た
。

新
会
社
に
す
べ
て
営
業
譲
渡
す
る
方
法
も

あ
っ
た
が
、
線
路
な
ど
資
産
の
保
有
問
題
が

生
じ
る
。
新
会
社
に
買
い
受
け
る
資
金
は
な

く
、
無
償
譲
渡
も
現
実
的
で
は
な
い
。
何
よ

り
近
鉄
は
存
続
の
道
を
探
っ
た
の
で
あ
り
、

撤
退
や
放
棄
を
意
図
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
佃
課
長
は
「
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
事
業
の

再
構
築
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
上
で
一
つ
の
サ
ン

プ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
規
模
企
業
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
し
や
す
い

伊
賀
鉄
道
伊
賀
線
に
実
際
に
乗
っ
て
み

た
。
伊
賀
神
戸
駅
か
ら
伊
賀
上
野
駅
ま
で
、

起
終
点
駅
を
含
め
、
駅
数
は
14
。
う
ち
10
駅

が
無
人
駅
で
、
全
線
が
伊
賀
市
内
（
旧
上
野

市
域
）
を
走
る
。

伊
賀
神
戸
駅
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、

色
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
「
く
ノ
一
」
電
車

が
入
線
し
て
き
た
。
沿
線
が
忍
者
の
里
で
あ

る
こ
と
に
ち
な
み
、「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
な

ど
で
著
名
な
漫
画
家
・
松
本
零
士
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
だ
。
前
面
に
女
性
忍
者
の

大
き
な
瞳
が
描
か
れ
て
い
る
。グ
リ
ー
ン
と
ピ

ン
ク
の
2
編
成
が
あ
り
、人
気
を
集
め
て
い
る
。

「
く
ノ
一
」
電
車
が
、
伊
賀
盆
地
の
田
園
風

景
を
進
む
。
桑
町
駅
を
少
し
過
ぎ
て
、
赤
茶

色
の
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
跨
線
橋
の
ア
ー
チ
を

く
ぐ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
電
車
は
市
街
地

に
入
っ
て
い
く
。

伊
賀
鉄
道
本
社
は
、
上
野
市
駅
舎
内
に
あ

る
。
訪
ね
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
伊
賀
市
の
イ

ベ
ン
ト
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」

（
4
／
1
〜
5
／
6
）
が
開
催
中
で
、
窓
口

や
改
札
の
駅
員
も
忍
者
装
束
で
勤
務
中
だ
っ

伊賀線輸送人員推移（1日平均）

運営開始までの経緯
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※（　）は、各券種のピーク時を100とした場合の平成18年度の指数
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平成16年
3～4月

沿線自治体に現状説明
（4月）

第一種鉄道事業廃止届出（2月）
養老鉄道株式会社設立（2月）

第一種鉄道事業廃止届出（3月）
伊賀鉄道株式会社設立（3月）

養老鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可申請

伊賀鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可申請

養老鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可

伊賀鉄道が第二種、
近鉄が第三種の鉄道事業許可

養老鉄道が運賃の認可申請伊賀鉄道が運賃の認可申請

運賃認可運賃認可

新事業形態での運営開始新事業形態での運営開始

沿線自治体に現状説明
（3月）

「養老線対策勉強会」発足（8月）
後に「近鉄養老線に
関する研究会」に改組平成 16年

8～9月

平成 19年
2～3月

平成 19年
5月

平成 19年
6月

平成 19年
7月

平成 19年
9月

平成 19年
10月 1日

年月 養老線

（メンバー：沿線市町、
オブザーバー：中部運輸局、三重県、
岐阜県、近鉄）

「近鉄伊賀線に関する研究会」発足
（9月）

（メンバー：中部運輸局、
三重県、伊賀市、名張市、
近鉄）

伊賀線

（人）

（年度）
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た
。
観
光
で
訪
れ
た
乗
客
に
し
て
み
れ
ば
、

楽
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
い
や
、
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
む
市
民
に
と
っ
て
も
同
じ
だ
ろ
う
。

「
近
鉄
時
代
は
『
採
算
の
と
れ
な
い
ロ
ー
カ

ル
線
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
地
元
に
本
社
を
置
く
地
域
密
着

型
企
業
で
す
」

伊
賀
鉄
道
株
式
会
社 
取
締
役 

宇
津
井
隆

男
鉄
道
営
業
部
長
が
近
鉄
時
代
と
の
違
い
を

説
明
す
る
。

伊
賀
鉄
道
の
運
行
は
、
伊
賀
神
戸
〜
上
野

市
間
、
上
野
市
〜
伊
賀
上
野
間
の
2
区
間
に

運
行
系
統
が
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
増
発

も
含
め
近
鉄
大
阪
線
と
の
接
続
を
、
後
者
は

Ｊ
Ｒ
関
西
線
と
の
接
続
を
重
視
し
、
利
便
性

を
高
め
た
ダ
イ
ヤ
に
改
正
し
た
。
伊
賀
鉄
道
、

近
鉄
大
阪
線
、
関
西
本
線
の
3
線
の
ダ
イ
ヤ

を
一
緒
に
載
せ
た
便
利
な
時
刻
表
も
制
作
し

て
い
る
。

伊
賀
鉄
道
の
電
車
は
2
両
６

編
成
。
通
勤
・
通
学
時

間
帯
に
は
現
在
の
設
備

の
限
界
で
あ
る
毎
時
３
往

復
で
運
行
し
て
い
る
。
ま

た
、
伊
賀
鉄
道
へ
の
運
営
移

行
と
同
時
に
、
初
乗
り
運
賃
が
１
７
０
円
か

ら
２
０
０
円
に
、
全
体
で
約
20
％
の
値
上
げ

と
な
っ
た
が
、
利
用
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は
な

か
っ
た
と
い
う
。

課
題
も
あ
る
。
普
通
乗
車
券
が
伊
賀
鉄
道

は
非
磁
気
乗
車
券
、
近
鉄
は
磁
気
乗
車
券
で

あ
る
た
め
、
近
鉄
大
阪
線
と
の
乗

換
駅
で
あ
る
伊
賀
神
戸
駅
で
は
、

い
っ
た
ん
改
札
外
に
出
て
、
近
鉄

券
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

「
面
倒
」
と
い
う
不
満
の
声
も
あ
る

が
、
別
会
社
と
な
っ
た
が
ゆ
え
の
こ

と
で
も
あ
る
。
切
符
の
購
入
時
間

も
考
慮
し
て
運
行
ダ
イ
ヤ
を
設
定

す
る
、
上
野
市
駅
窓
口
で
近
鉄
線

の
乗
車
券
を
発
売
し
た
り
、
一
日

有
効
の
フ
リ
ー
切
符
を
発
売
す
る
な
ど
、
乗

客
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
よ
う
努

力
し
、理
解
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。

そ
し
て
、
地
域
密
着
型
企
業
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
小
規
模
な
分
だ
け
意
思
決

定
が
早
く
な
っ
た
。
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
汲
み
取
り
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

例
え
ば
、開
業
記
念
の
限
定
販
売
か
ら

始
ま
っ
た
一
日
乗
り
放
題
６
０
０
円
の
フ

リ
ー
切
符
。
伊
賀
神
戸
〜
上
野
市
間
が
片
道

３
５
０
円
だ
か
ら
か
な
り
お
得
と
な
る
。
好
評

な
た
め
、
継
続
販
売
を
決
定
し
た
。

伊
賀
焼
の
切
符
も
あ
る
。
開
業

時
に
つ
く
っ
た
陶

板
型
、
湯

呑
み
型
、

新
年
に
販

売
し
た
絵
馬
型
の
3
種
類
。

駅
名
が
印
刷
さ
れ
、
改
札
印

を
押
す
ス
ペ
ー
ス
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。　

「
割
れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
と
か
、
改
札
印

が
押
し
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
声
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も

小
さ
な
ロ
ー
カ
ル
会
社
だ
か

ら
挑
戦
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
面
白
い
切
符
だ
か
ら

買
っ
て
み
よ
う
、
乗
っ
て
み

よ
う
と
い
う
意
識
を
お
客
さ

ま
に
持
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
し
、
観
光
客
の
方
に
は
伊

賀
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
か
っ
た
」
と
宇
津
井
部

長
は
言
う
。

伊
賀
市
で
は
、
春
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ

Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
今

年
か
ら
伊
賀
鉄
道
を
使
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
忍
者
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
組
み
込
み
、
開
催
し

た
。
期
間
中
、忍
者
衣
装（
市

が
貸
し
出
し
）
を
着
て
い
る

人
は
一
定
区
間
を
無
料
で
乗

車
で
き
る
ほ
か
、
高
校
生
の
忍
者
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
に
よ
る
観
光
放
送
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る

ク
イ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
た
。

上
野
市
駅
で
忍
者
衣
装
の
親
子
連
れ
を

見
か
け
た
。「
地
域
密
着
型
企
業
」
の
駅
舎

に
は
、
楽
し
げ
で
な
ご
や
か
な
空
気
が
満

ち
て
い
た
。

観
光
を
キ
ー
ワ
ー
ド
し
た
振
興
策

市
民
も
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
地
域

の
鉄
道
を
応
援
す
る
。
伊
賀
鉄
道
の
誕
生
と

共
に
結
成
さ
れ
た
の
が
「
伊
賀
鉄
道
友
の
会

（
通
称
・
伊
賀
線
応
援
団
）」
で
、「
地
域
の
重

要
な
交
通
機
関
で
観
光
資
源
で
も
あ
る
伊
賀

鉄
道
を
側
面
か
ら
支
え
る
」
の
が

ね
ら
い
。
市
民
有
志
が
集
ま
っ
て

発
足
し
た
。

昨
年
の
12
月
の
旗
揚
げ
行
事
で

は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
車
内
を

彩
り
電
車
内
で
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行

う
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
た
。以
来
、駅
の
花
壇
の
手
入
れ

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
沿
線

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、『
伊
賀
線
応
援
通

信
』
の
発
行
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
会
員
数
も
３
０
０
人
を
超
え
た
。

伊
賀
鉄
道
友
の
会
会
長
で
、
伊
賀
上
野
観

光
協
会
副
会
長
で
も
あ
る
池
澤
基
善
氏
は「
伊

賀
線
は
我
々
に
と
っ
て
宝
物
」
だ
と
、
そ
の

思
い
を
語
る
。

「
我
々
、
伊
賀
上
野
出
身
の
人
間
は
み
な
、

伊
賀
線
が
走
る
と
い
う
原
風
景
を
持
っ
て
い

宇津井隆男鉄道営業部長

伊賀鉄道友の会　池澤基善会長

伊
賀
焼
の
切
符
も
あ
る
。
開
業

時
に
つ
く
っ
た
陶

さ
れ
た
。

上
野
市
駅
で
忍
者
衣
装
の
親
子
連
れ
を

見
か
け
た
。「
地
域
密
着
型
企
業
」
の
駅
舎

に
は
、
楽
し
げ
で
な
ご
や
か
な
空
気
が
満

ち
て
い
た
。

を
一
緒
に
載
せ
た
便
利
な
時
刻
表
も
制
作
し

て
い
る
。

伊
賀
鉄
道
の
電
車
は

間
帯
に
は
現
在
の
設
備

の
限
界
で
あ
る
毎
時
３
往

復
で
運
行
し
て
い
る
。
ま

た
、
伊
賀
鉄
道
へ
の
運
営
移

伊賀神戸駅
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ま
す
。
伊
賀
線
は
単
な
る
輸
送
手
段
で
は
な

く
、
共
通
の
宝
物
。
た
だ
、ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
だ

け
で
伊
賀
線
を
残
し
て
お
き
た
い
と
言
う
の

で
は
今
の
時
代
、
通
用
し
ま
せ
ん
。
伊
賀
線

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
伊
賀
上
野
に

経
済
的
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

伊
賀
上
野
は
忍
者
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
上
野
城
が
あ
っ
た
城
下
町
で

あ
り
、
江
戸
時
代
の
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
の
ふ

る
さ
と
で
も
あ
る
。
山
間
の
里
に
、
日
本
文

化
の
香
り
高
い
町
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
ま
っ
て

い
る
、
と
い
う
印
象
だ
。
の
ん
び
り
散
策
を

楽
し
め
る
徒
歩
圏
内
に
観
光
施
設
が
多
い
。

「
伊
賀
線
は
伊
賀
文
化
の
一
つ
。
伊
賀
線

を
応
援
す
る
こ
と
は
、
伊
賀
文
化
を
盛
り
立

て
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。『
マ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』『
マ
イ
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
』
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」（
池
澤
会
長
）

観
光
施
策
に
力
を
入
れ
、
伊
賀
を
訪
れ
た

人
に
鉄
道
に
乗
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
は
、「
三
位
一
体
」
で
模
索

し
て
い
る
最
中
だ
。
現
在
、
そ
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
自
宅
か
ら
乗
っ

て
き
た
車
を
駅
近
辺
に
整
備
さ
れ
た
駐
車
場

に
止
め
、
電
車
に
乗
っ
て
目
的
地
に
出
向
く

と
い
う
の
が
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
だ
が
、

最
近
で
は
、
道
が
狭
い
な
ど
の
理
由
で
車
で

回
る
の
に
不
向
き
な
観
光
地
で
採
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

山
里
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
の
土
地

は
、
実
は
意
外
に
名
阪
国
道
が
近
く
、
マ
イ

カ
ー
で
訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
。

「
マ
イ
カ
ー
で
伊
賀
に
立
ち
寄
っ
た
観
光

客
に
、そ
こ
か
ら
は
車
を
停
め
て
電
車
で
回
っ

て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
の
駐
車
場
を
、
伊
賀

市
と
相
談
し
て
準
備
し
て
い
る
最
中
」（
宇
津

井
部
長
）
だ
と
言
う
。

若
い
世
代
の
共
感
を
呼
び
起
こ
す

と
こ
ろ
で
、
市
民
サ
イ
ド
の
キ
ー
マ
ン
の
一

人
に
、
大
学
生
の
森
喜
駿
さ
ん
が
い
る
。
森

喜
さ
ん
は
上
野
高
校
1
年
に
在
学
中
、
伊
賀

線
の
活
性
化
を
目
指
し
て
鉄
道
同
好
会
を
立

ち
上
げ
た
。
伊
賀
鉄
道
開
業
を
記
念
し
て
電

車
前
部
に
取
り
付
け
た
新
し
い
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
や
一
日
フ
リ
ー
切
符
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
同
好

会
が
手
が
け
た
も
の
だ
。ま
た
、
同
志
社
大
学

に
進
学
し
た
森
喜
さ
ん
は
、
他
大
学
の
鉄
道

研
究
会
と
の
絆
を
深
め
、
昨
年
、
伊
賀
市
内

で
初
め
て
の
鉄
道
博
覧
会
を
実
現
さ
せ
た
。

「
近
鉄
か
ら
伊
賀
鉄
道
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー

ズ
だ
っ
た
た
め
、
鉄
道
が
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
市
民
の
危
機
感
は
、
薄
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
鉄
道
同
好
会
や
伊
賀
鉄
道
友

の
会
と
一
緒
に
、
今
後
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
市
民
が
参
加
で
き
る
入
り
口
の
広
い
活
動

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。　

　

ま
た
、
森
喜
さ
ん
も
、
鉄
道
を
組
み
込
ん

だ
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
立
て
、
伊
賀
の

町
を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
と
話
す
。
駅
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く
る
、親
し
み
や
す
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
る
、
伊
賀
の
名
産
を
使
っ

た
駅
弁
を
販
売
す
る―

―
ア
イ
デ
ア
は
次
々

と
湧
い
て
く
る
。
伊
賀
市
民
の
原
風
景
の
象

徴
で
あ
る
伊
賀
鉄
道
が
、
若
い
世
代
の
共
感

を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
な
観
光
資

源
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
日
を
予
感
さ
せ
る
。

4
月
27
日
、
2
回
目
と
な
る
鉄
道
博
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
自
体
は
、
関

西
地
域
の
大
学
・
高
校
の
鉄
道
研
究
会
や
同

好
会
が
研
究
発
表
を
行
う
も
の
で
、
昨
年
は

商
店
街
の
建
物
内
で
開
催
さ
れ
た
が
、
今
年

は
伊
賀
鉄
道
が
共
催
し
て
自
社
の
車
庫
を
開

放
し
た
。
来
場
者
が
１
０
０
０
人
を
超
え
る

盛
況
ぶ
り
で
、
伊
賀
鉄
道
に
と
っ
て
も
初
め
て

の
記
念
す
べ
き
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

伊
賀
鉄
道
車
両
内
で
は
各
校
が
研
究
発
表

を
行
っ
て
い
る
。
伊
賀
鉄
道
制
服
を
着
用
し

電
車
正
面
で
写
真
を
撮
る
撮
影
会
、
車
掌
体

験
や
鉄
道
部
品
販
売
、
車
庫
見
学
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
や
鉄
道
フ
ァ
ン
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

忍
者
衣
装
姿
の
親
子
連
れ
も
多
い
。

博
覧
会
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、会
場
の
外

も
散
策
す
る
。町
を
歩
き
、町
を
楽
し
む
。
静

か
な
町
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
賑
わ
い
が
満
ち
て

い
く
。
喧
騒
で
は
な
く
賑
わ
い
の
あ
る
町
、
町

の
活
性
化
を
目
指
し
て―

―

「
三
位
一
体
」

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
伊
賀
鉄
道
は
走
り
出
し
た

ば
か
り
だ
。

森喜 駿さん

鉄道ファンはもちろん大勢の市民が訪れた「鉄道博覧会 in伊賀2008」


